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心身症とは、ストレスなど心理的要因が身体症状として現
れる疾患で、過敏性腸症候群、気管支喘息、高血圧、緊張型頭痛
などが代表的です。身体と心の両面からのアプローチが重要
です。
近年増加しつつあり、注目されている「ARFID（回避・制

限性食物摂取症）」は、①食感やにおいなどに強く反応する感
覚過敏型、②嘔吐や窒息への恐怖から食事を避ける恐怖型、③
食欲や興味が乏しい無関心型―の 3タイプに分けられ、発達
特性を背景に持つことも少なくありません。自閉スペクトラ
ム症（ASD）との併存が多く、感覚過敏やこだわりが摂食制限
の背景にあるケースが多くみられます。
また、過敏性腸症候群の患者さんの中には、「お腹のガスの

臭いが漏れて周囲に迷惑をかけている」と思い込んでしまう
“自己臭恐怖”の方もおられ、これは思春期妄想症とも関連し、
社会不安や抑うつに発展することがあります。
当院では、内科・心療内科・精神科が連携し、心身両面にわ

たる丁寧な診療体制を整えています。一人ひとりの背景に寄
り添いながら、安心して治療に臨める環境を提供しています。

心身症、身体と心の両面からアプローチ
診療科連携で丁寧、安心できる治療環境

社会医療法人共栄会　札幌トロイカ病院
精神科部長　廣山夏生 
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